
島しょ地域におけるコロナからの
リカバリー

持続的な大島町の発展に向けて
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大島町の現状（人口及び世帯）（年間来島者数）
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来島者数推移

来島者数（人）

年度 船舶 航空機 計 備考

昭和48 816,239 13,682 829,921 100％

昭和53 549,259 17,125 566,384 68％

昭和62 392,525 38,203 430,728 52％

平成27 207,547 12,872 220,419 27％

平成28 233,568 8,874 242,442 29％

平成29 227,849 8,494 236,343 28％

平成30 235,951 8,023 243,974 29％

平成31 213,421 7,223 220,644 27％

令和2 94,795 3,578 98,373 12％

4,704 4,500 4,422 4,421 

8,343 

7,500 7,327 7,228 

平成24年 平成31年 令和2年 令和3年

人口と世帯数の推移

世帯数(世帯） 人口（人）

大島町の総人口及び世帯数については若年層の島外流出や高齢化社
会、出生率の低下等の影響により年々微減が続いています。
また、年間来島者数についても、昭和４８年の83万人をピークに年々
減少し、平成28年頃からは24万人前後で推移していましたが、新型コ
ロナウイルスの影響により令和2年は約10万人まで落ち込みました。

※大島町町政要覧より ※大島町町政要覧より
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大島町の現状（卸売・小売業）（宿泊事業者売上減少幅）
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卸売・小売業

事業所数（ヶ所） 従業員数（人）
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宿泊事業者における売上減少幅（対前年比）

減少幅30％以上 減少幅50％以上 宿泊事業者計

108件

※商業統計調査ならびにRESASより ※大島町産業課調べ

人口減少や担い手不足等の影響もあり卸売並びに小売業については衰退傾向にあります。
また、新型コロナウイルスの景況により宿泊事業者における対前年比の売上は大幅に減少している状況です。
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宿泊施設軒数 108件（2020/4/1現在）



大島町の対策（工夫を凝らしたイベントの実施）
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観光スポーツイベント

参加者数（人）

※R2はすべて中止

・伊豆大島ジオパークマラソン（５月）
・伊豆大島トライアスロン大会（６月）
・自転車ロードレース大会（１０月）
・伊豆大島御神火ライド（１１月）
・伊豆大島マラソン（１２月）
・カメリアマラソン大会（２月）

・オンライン椿祭りの実施（共催）
・バーチャルオンラインツアー（後方支援）
・伊豆大島謎解きイベント
・伊豆大島御神火ライドオンラインライド

島内開催の各種イベント

コロナ禍に対応したイベント
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大島町の対策（ワーケーション）

• 大島町復興計画の中で定めた「産業振興センター」建

設予定地の有効活用について建設検討会にて検討を重

ねています。

また、コロナ禍における「新しい日常」や「働き方改

革」に対応できるよう、ワーケーション施設の整備に

ついて検討を始めました。

（件）

イメージ画像

5



大島町の対策（洋上風力発電）

• 大島町は令和２年12月に浮体式洋上風力
発電による地域の脱炭素ビジネス促進事
業が国に採択されました。

※イメージ画像

実施項目 令和2年 令和3年 令和3年度 令和4年度 令和5年度

12月 1月 2月 3月

地産地消
を目指す
に当たっ
て必要な
調査

（1）大島沖洋上
風力導入検討協議
会の設置・運営

事業性・
二酸化炭
素削減効
果の検証

（2）大島沖海
象・風況観測・解
析

（3）浮体式洋上
風力発電設備の設
置海域の検討

（4）浮体式洋上
風力発電設備候補
の調査

（5）事業性検討

1年以上の連続観測後、解析
漁場、航路、利用
海域等の意見

協議会立ち上げ

海域見直し

機種見直し

※スケジュールイメージ
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民間・他町村の取組
（サステナブル・リカバリーに向けて）

【民間の取組例】

・大島町商工会を先頭に島内事業者による「オンライン

ショップ」による事業展開の検討

・東海汽船ネットショップの立上げ

（件）
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【他の島しょ町村の取組例】

利島村 再生可能エネルギーの活用やゴミの再生、再資源化等によるＳＤＧｓ先進アイランドの実現

新島村 ワーケーション事業の推進

神津島村 星空保護区認定を活かした地域活性化

三宅村 上質な宿泊施設の誘致・整備に向けた取組、火山体験等新たな観光コンテンツの構築

御蔵島村 太陽光発電・蓄電設備の導入拡大に向けた検討

八丈町 八丈島デジタルスクールの開校、タブレット型端末を活用した学校教育の充実

青ヶ島村 「青酎」等の特産品を活用した観光誘致

小笠原村 滞在型観光と「新しい生活様式」による観光の促進

母島における再生可能エネルギー１００％電力供給に向けた取組

東海汽船ネットショップ

東京諸島の特産品ネットショップ「島ぽち」

神津島 星空保護区認定

青ヶ島村 青酎


